





東北公益文科大学 特任教授 梅 木  仁 
 













































































【要 旨】                                    Ｐ１ 
 
１ はじめに                                      Ｐ５ 
 
 




② 内容等、多くを学校の裁量とされた異例の領域の新設                Ｐ７ 
(ア)学習指導要領(H10改訂)の第１章総則への位置づけ 
(イ) 混乱に拍車をかけた年間授業時数の学校裁量幅の拡大               Ｐ８ 
(ウ) 各学校で定める目標や指導内容に基づき、各学校で観点を定めた評価の実施     Ｐ９ 
 
（２） 総合的な学習の時間の体系化の推進加速                         
① ｢学習指導要領の一部改正｣(H15)で加えられた事項 
 
② 改訂学習指導要(H20)で示された改善事項                                         Ｐ１０ 
［改訂の要点］   
(ア)総合的な学習の時間の｢趣旨とねらい｣から｢目標｣の明示 
(イ)義務化した｢指導計画｣の作成に当たっての配慮事項の提示 
(ウ)｢各学校で定める内容の取扱い｣に関わる配慮事項の詳細化             Ｐ１１ 
 
③ 改訂学習指導要(H29)で示された新たな改善事項                  
[具体的な改善事項] 
(ア)総合的な学習の時間の｢目標｣                       Ｐ１２ 
(イ)｢各学校において定める目標及び内容｣の設定に当たっての配慮事項      Ｐ１３ 
 
④ 総合的な学習の時間の新設から今改訂(H29)までの改善事項            Ｐ１３ 
 
（３） 新設当初の学校事情と教育課程への曖昧な位置づけ                Ｐ１５ 
① 生徒指導上の課題や｢教育改革｣への対応に揺れる学校現場 
 
② 趣旨理解に対する消化不良状態での学校の取組開始                Ｐ１６ 
(ア)各学校で選択実施した学習テーマ 
(イ)各学校で選択実施した授業時数 
(ウ)総合的な学習の時間に対する教師の意識                   Ｐ１７ 
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３  総合的な学習の時間の取組現状                           Ｐ１８ 
（１）各学校で取り組む具体的な学習活動の現状 
 
（２）山形県内中学校や酒田市立中学校の取組現状                                       Ｐ１９ 
 




（１）総合的な学習の時間の特質に応じた指導法への改善                 Ｐ２２ 
 
（２）学校経営戦略構想に生かし、学校に活力を創り出す指導計画の再構成         Ｐ２４ 
 




５ おわりに                                     Ｐ３１ 
 
 






























































































































































































































































    ○｢横断的・総合的な学習や生徒の興味･関心等に基づく学習｣と示していたのに対し、｢横断的･ 
総合的な学習や探究的な学習｣と改善された。 
    ○｢主体的、創造的に取り組む態度を育て｣と示していたのに対し、｢主体的、創造的、協同的に
取り組む態度を育て｣に改善された。 








   総合的な学習の時間の目標を踏まえ、各学校の総合的な学習の時間の目標及び内容を定めること
を明示した。その際の配慮事項として次のことが加えられた。 
    ○小学校での総合的な学習の時間の取組を踏まえること。これは課題として捉えられていた学
校段階間の取組の重複についての改善を図るものであり、学区内小学校の取組状況について
も考慮して作成することが求められた。 































  ◇育成を目指す資質・能力の明確化 








   ◇｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業改善の推進 








   ◇各学校におけるカリキュラム･マネジメントの推進 












   最初に、総合的な学習の時間の特質に応じた学習の在り方が示された。｢横断的・総合的な学習を
行う｣｢よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていく｣に加え、新たに｢探究的な見方・考え方
を働かせる」ということが示された。 
   次に、このような学習を通して育成する資質･能力が“３本の柱”に沿って再整理された。 
   <知識及び技能>(何を学ぶか) 
    ○実社会や実生活における様々な課題の解決に活用可能な、生きて働く知識(概念) 
        ○必要感の中で体験を積んで、自らの力で習得される技能 
       ○｢探究的な学習のよさ｣の理解 






   <思考力・判断力・表現力等>(何ができるようになるか) 
    ○｢知識及び技能｣を既知の限られた状況のみならず、未知の状況においても課題に応じ自在に
駆使できる汎用的な力 
    ○実社会や実生活の課題について、｢課題の設定｣｢情報の収集｣｢整理・分析｣｢まとめ・表現｣と
いった探究のプロセスを通して身に付けていく力 






   <学びに向かう力･人間性等>(どのように学ぶか) 
    ○自ら問いを見出し、課題を立て、よりよい解決に向けて主体的に取り組むこと。 
    ○実社会や実生活の課題を探究しながら、自己の生き方を問い続けること。 
○異なる意見を生かして新たな知を創造しようとする態度を育むために、他者と協働的に取り
組むこと。 
    〇自ら社会に関わり参画しようとする意志、社会を創造する主体として自覚しようとすること。 




























































































(6)教科等との関連  (7)教科等との目標及び内容との違いに留意 
(8)名称   (9)道徳教育との関連 






















































































































































































































   □｢郷土の学習｣は、以下の３つの活動にまとめられる。 











    ○地域の福祉・保育施設等での体験活動や地域ならではの体験活動(森林保全、伝統文化伝承、
農作業など)があり、体験を通し、実感と納得のある学びを深めていく学習活動である。 
     例えば、地域の伝統行事について学び、継承されてきた伝統文化に触れながら、地域のよさ
について自覚を深めていく学習などがある。中には、体験することそのものが目的化し、探
究的な学習に至っていない取組も見られる。 
    ○地域の方々と連携し、地域活性化のために積極的に地域活動に参加するとともに、地域社会
の一員としての自覚と社会参画への意欲を育む学習活動である。 













   □｢特別活動を補完するような役割を担わせた活動｣の中心は、｢修学旅行｣である。 




     例えば、次のような取組を行っている。 
      ●｢オリンピック｣｢スポーツ｣｢科学｣｢日本の独自産業｣｢人類の歴史・文化・政治｣｢報道・マ
スコミ｣｢国際理解｣等についてテーマを設定しての探究学習。 
      ●東京の自然・環境、歴史・文化、産業・経済、健康・食・福祉の分野からテーマを設定
した探究学習。旅行中に企業等訪問の実施。 
      ●沖縄戦の歴史を振り返り、平和への新たな誓いといのちの尊重をテーマに設定しての探
究学習。 
     これとは別に、班や生活のきまり等の決定など｢特別活動｣の｢学校行事｣の｢旅行･集団宿泊的
行事｣として実施される時間と区別しながら、運用していくことが大切である。 
 









































  ②横断的・総合的な学習を行う。 
  ②よりよく問題を解決し、自己の生き方を考えていく。 
 総合的な学習の時間の本質は、問題解決的な活動が発展的に繰り返されていく探究的な学習過程にあ
第 1学年 第 2学年 第 3学年 


























































   ○体験先での約束や質問事項等の確認 
   ○体験先への事前挨拶(事前練習後に、生徒が直接、事業所に電話する) 
○体験先の場所や移動方法の確認 




























  ①調査テーマ(主題)の決定し、調査テーマに対する予想(仮説)を立てる。 
③調査方法を検討し、｢調査計画書｣を作成する。 





  ④調査結果についてレポート等を作成し、まとめる。 
    ⑤報告書を作成したり、報告会を実施したりして調査結果について発信する。 



































































































































































































 単元例① 単元名｢地域のよさとは何だろう｣ 

















 単元例② 単元名｢今と昔の地球環境の変化を見つめ、 
地球環境問題の改善に取り組もう｣ 























































   例えば、国語ゼミ｢日和山公園文学碑に見える酒田ゆかりの文人達｣ 
   社会ゼミ｢酒田市活性化プロジェクト｣｢酒田市ビジネスプラン構想｣｢防災｣ 
   理科ゼミ｢鳥海山・飛島ジオパーク｣｢最上川生態系｣ 
   数学ゼミ｢生活に生きる数学｣｢解けない謎を追究(角の三等分線等)｣ 
   英語ゼミ｢国際交流｣｢フォニックス学習の進め方｣ 
   芸術ゼミ｢伝統芸能｣｢お宝探訪｣ 
   体育ゼミ｢スポーツと健康｣｢アスリートの体づくり｣ 


























































































Ｐ５  「中央教育審議会」答申(H28.12.21) P236 
中学校学習指導要領解説｢総合的な学習の時間編｣(H29.7) P6  P55  P61 
Ｐ６  「中央教育審議会」一次答申(H8.7.19) 
“21世紀を展望した我が国の教育の在り方について” 
        ～第２部 学校・家庭・地域社会の役割と連携の在り方 
          第１章 これからの学校教育の在り方 
           （１）これからの学校教育の目指す方向 [5]横断的・総合的な学習の推進 
    「教育課程審議会」答申(H10.7.19) 
「教育再生実行委員会」第一次提言(H25.2) 
            ～｢いじめ問題等への対応について｣の提言(道徳教育に関する部分) 
Ｐ７  「道徳教育の充実に関する懇談会」 
      ～｢今後の道徳教育の改善･充実方策について(報告)｣(H25.12) 
「中央教育審議会」答申 
      ～｢道徳に係る教育課程の改善等｣について(答申) (H26.10) 




「学校教育法施行規則」別表第 2（第 54条関係）H10 
Ｐ９  「教育課程審議会」答申(H12.12.4) 
「学習指導要領の一部改正」(H15告示)の総則 
Ｐ10  「中学校学習指導要領」(H20告示)の一部改正(H27.3) 
Ｐ11  中学校学習指導要領解説｢総合的な学習の時間編｣(H29.7)  
Ｐ12  「中学校学習指導要領比較対照表【総合的な学習の時間】｣(文部科学省) 
Ｐ15   ｢文部科学省白書｣(H18年版) 
～第 2部 第 2章初等中等教育の一層の充実のために 
第 2節暴力行為、いじめ、不登校等の解決を目指して 
Ｐ16  「平成 14年度公立小中学校における教育課程の編成状況等の調査結果」 
(文部科学省) 
Ｐ17  「第 3回学習基本調査（速報）」[ベネッセ教育総研 2003年 3月] 
  「平成 19年度公立小中学校における教育課程の編成状況等の調査結果」 
(文部科学省) 




Ｐ22   酒田市教育研究所中学校総合的な学習の時間部会研修資料(H28) 
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     ～“酒田市立中学校の実践”から学ぶ 
Ｐ24   阿蘇食品 株式会社～庄内麩～ HPのお勧め商品の写真複写 
Ｐ28   中学校学習指導要領解説｢総合的な学習の時間編｣(H29.7)  
     ○第 2章総合的な学習の時間の目標 第 2節目標の趣旨 
     ○第 7章総合的な学習の時間の学習指導 第 3節探究的な学習の指導のポイント 
Ｐ29   ○第 6章総合的な学習の時間の年間指導計画及び単元計画の作成 第 3節単元作成の計画 
Ｐ30   日本大百科全書(ニッポニカ) 「ゼミナール」 
 
